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市政一般質問

　図書館は小さな子どもから高齢者までさまざまな人
たちが利用するところであり、館内外のサイン（表
示・看板）が明瞭でわかりやすいことは、図書館に親
しみを持ってもらうための大事な要素になる。現在、
サインに対してどのように考えているのか。また、今
後、ボランティア等の意見を聞き、検討結果によって
は変更も可能な状況なのか尋ねる。

伊川　京子 議員

　文部科学省が公表した教職員の勤務実態調査による
と、過労死の目安とされている週60時間を超えて勤務
している教職員は小学校で約33％、中学校で約57％
に上り、労働基準法は有名無実化し、過重労働の深刻
さが浮き彫りとなった。このため、文部科学省は関係
機関に「働き方改革」の方針を示したが、本市の勤務
実態調査の状況と対策について尋ねる。

山北　正久 議員

答

公立小中学校職員の
過重労働対策

答
　公共交通機関や徒歩で来館される利用者
には、場所がすぐにわかるようなサインの

設置を計画し、館内については、エントランスに
館全体がわかる総合案内板を設置し、子供から高
齢者まで、誰でもわかりやすいサインを設置する
よう計画している。また、サインの色については、
現在決定していないため、協議会等にお話し、意
見をいただきたいと考えている。

　文部科学省の教員勤務実態調査速報値に
よると、10年前と比較し、勤務時間が増

加している状況が明らかとなった。今後、教職員
を対象に本市独自のアンケート調査を実施し、業
務改善の客観的なエビデンス（根拠）として活用
したい。また、現在、調査内容を検討し、年度内
に調査の実施、集計を行う予定であり、国の調査
結果等と比較検証することで、本市の実態に即し
た思い切った業務改革に努めたい。

　社会で自立して生きていくための最低限の力を身に
付けることが義務教育であり、その場を提供すること
は自治体の責務である。不登校や引きこもりなどで十
分に学べなかった方や日本語を学びたい在日外国人の
「学びたい」、「学び直したい」という気持ちをすく
い上げ、夜間中学の設置を県に働きかけるなど前向き
に検討してほしいがどうか。

宮田　真美 議員

　自国の歴史文化を知ることは大切である。農耕民族
の日本人は白黒だけではなく中間の灰色の対応もある
社会であるが、外国人は白か黒、イエスかノーの世界
である。戦後の曖昧な対応が今日の日本を迎えている
原因である。自国の歴史文化を学び、アイデンティ
ティを確立することが大切である。歴史教科書以外に
どのような歴史教育をしているのか。

中瀬　昭隆 議員

夜間中学の設置を
検討してほしい

答

歴史教育

答 　教育委員会としては、夜間中学の設置に
ついては、教職員給与費を負担する県教育

委員会の決定によるところが非常に大きいため、
現在のところ考えておらず、
国や県の動向を注視したい。
また、市としては、県に要望す
る前に、実態調査や県との協議
が必要であると考えている。

　歴史教科書以外の取り組みについて、学
校では、市内の史跡めぐ

りや大村大空襲の講話聴講、また、
教育委員会では、「郷土を誇りに
思う子ども育成事業」で各学校に
郷土史クラブを結成し、文化振興
課の学芸員がその取り組みに関
わっている。

古閑森　秀幸 議員

松原小学校
特別転入学制度の概要

　平成29年９月議会において、２学期制の見直しにつ
いては、学期制検討委員会の答申を年内に受けて、今
年度内に教育委員会としての結論を出す予定であると
の答弁であったが、既に答申を受けたのか尋ねる。ま
た、現在の進捗状況についても尋ねる。

　松原小学校特別転入学制度の募集人員については、
地元小学生とのバランスを考慮するとのことである。
本制度に関心を寄せている保護者もおられることから、
教育委員会ではどのくらいの募集人員を想定されてい
るのか尋ねる。

古閑森　秀幸 議員

２学期制の見直し

答答 　２学期制の見直しについては、平成29
年６月に第１回大村市学期制検討委員会を

開催し、同年11月に４回目の検討委員会を開催し
た。１回目、２回目の検討委員会では、２学期制
の成果や課題について審議していただき、３回目、
４回目では、平成32・33年度から、小学校・中学
校で実施される新しい学習指導要領を踏まえた学
期制の検討及びまとめが行われた。平成29年12月
19日に５回目が開催され、その後、教育委員会に
答申予定である。

　松原小学校特別転入学制度の実施に当
たっては、地元の特色を生かしながら進め

ていきたいと考えており、地元の子どもたちが一
定数必要となることから、今、具体的な数字を答
弁することはできない。現在、問い合わせや要望
があっているが、
地元の特色を勘案
し、地元との協議
を進めていきたい。

村崎　浩史 議員

車両基地駅（仮称）の
駅名は主体的に

　市議会は、「新しい市民会館をつくる会」からの請
願を賛成多数で採択した。市長マニフェストにも市民
会館の早期建築の記載があり、また、市長はこれまで
に「つくりたい」と何度も意思表明されている。建設
されるものと思われている市民もいるが、実際は計画
にさえ着手されていない。「つくりたい」から「つく
ります」と決意表明をしていただきたいがどうか。

　JR大村線に設置予定の「車両基地駅」（仮称）の正
式名称は、JR九州に要望できるのか。どのような過程
を経て名称は決定されるのか確認したい。新幹線駅
（仮称新大村駅）と合わせて、シティプロモーション
の観点から、駅名は重要である。大村市が主体的に駅
名決定に関与するべきだと考えるが、どのような方針
で臨む予定か尋ねる。

北村　貴寿 議員

新しい市民会館の建設計画

答答 　市民会館については、つくりたい。議会
で請願が採択された一方、大型建設事業を

控え、市民の財政運営に対する関心も高い。この
ため、市の持続可能な運営を前提に「つくりた
い」という気持ちを伝えている。今後、財源確保
や事業を整理し、見通しを立て、時期、場所、規
模を含め「つくります」と言えるよう、引き続き
取り組みたい。

　車両基地駅の名称については、JR九州
への要望は可能であるが、平成32年度末

にJR九州が決定するため、遅くとも31年度末まで
には要望したい。また、市の方針としては、シ
ティプロモーションの観点と利用者に親しまれる
ネーミングとなるよう、さまざまな方からの意見
をいただくための検討会議等の設置を考えている。

教育・文化・スポーツ教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ都市整備

県立・市立一体型図書館
のサイン


